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元禄赤穂事件の故地をゆく

港区事件簿を

追って

ひ さ

　 元禄15年（ 1702） 12月15日未明、 赤穂

藩の旧臣47人が本所松坂町の吉良邸を 襲

撃し 、 前当主上野介義央の首級を挙げまし

た。 世にいう 「 赤穂義士の討ち 入り 」 で

す。 港区には元禄赤穂事件に関わる 史跡が

数多く 残さ れています。

　 事件の発端は、 元禄14年（ 1701） ３ 月

14日の年賀返礼の儀式直前、 勅使饗応役

を務める 赤穂藩主浅野内匠頭長矩が江戸城

松之大廊下にて指南役を務める 高家の吉良

上野介義央に切りかかったことに始まります。

上野介は応戦せず、 内匠頭は旗本梶川與

惣兵衛に取り 押さ え ら れま し た 。 重要な

儀式直前に刃傷事件を 起こ し たこ と に激

怒し た将軍徳川綱吉は即日、 内匠頭に切

腹と 改易を 命じ 、 内匠頭は陸奥一関藩田

村家上屋敷（ →20ページ ） に送ら れ、 そ

の日のう ち に切腹し 、 家臣の手によ っ て

泉岳寺（ →23ページ ） に葬ら れまし た。

翌15日には内匠頭の正室（ 夫人） 阿久里

（ 瑤泉院） が実家の三次藩邸（ →21ページ）

に移り 、 鉄砲洲の上屋敷や赤坂南部坂の

下屋敷も 明け渡し ま し た 。 国許には３ 月

20日に伝わり 、 藩内で は家老大石内蔵助

良雄を 中心に議論が交わさ れま し た が、

結局、 開城を 決め、 ４ 月19日に赤穂城を

引き 渡し まし た。

　 野に下っ た赤穂藩の旧臣は浅野家再興の

運動を 進めますが、 その望みが絶たれたた

め、 急進派の案をいれ吉良邸への討ち 入り

を 決定し ま す。 そし て 内匠頭の月命日に

あたる 翌15年（ 1702） 12月14日（ 実際には

15日未明） に討ち 入り 、 上野介の首を挙げ

ます。 事を 終えた大石ら は泉岳寺の内匠頭

の墓前に報告し た後、 大目付仙石伯耆守邸

へ出頭し ます（ →20ページ） 。 大石ら は熊

本藩細川家・ 松山藩松平家・ 岡崎藩水野家

・ 長府藩毛利家にそれぞれ預けら れ、 翌16

年（ 1703） ２ 月４ 日に切腹し まし た（ →21

～23ページ） 。

　 事件が起き た元禄時代は、 ５ 代将軍綱吉

の治世下で武断政治から 文治政治への転換

がはから れ、 将軍や幕府の権力が盤石に

なっ た時代です。 また、 経済の発展に伴い

庶民の生活が向上し 、 様々な文化が花開い

た時代でも あり まし た。 こ のよう な太平の

世になり つつある時代に、 数十人が徒党を

組んで旗本高家の邸宅を 武力で制圧し 、 前

当主を 殺害し たこ の事件は幕府に大き な衝

撃を与えまし た。 そし て幕府以上にこ の事

件を大き く 扱っ たのが庶民でし た。 人形 浄

瑠璃や歌舞伎の題材に取り 上げら れ、 様

々な物語を つむぎながら 、 史実の「 元禄赤

穂事件」 と は異なる 『 忠臣蔵』 物語と し て

現代まで受け継がれています。
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元禄赤穂事件の故地をゆく

港区事件簿を追って

　 　    芳幾　 仮名手本忠臣蔵 　 　   豊国　 高輪　 由良之助

　 　   『 東海道日本橋品川間』

　 「 赤穂義士の討ち 入り 」 と いいま す

と 、 多く の方は『 忠臣蔵』 を 思い浮かべ

るのではないでし ょ う か。 し かし 、 厳密

にはこ の２ つはイ コ ールで はあり ませ

ん。 も ちろ ん、 浅野内匠頭が江戸城松之

廊下で吉良上野介に切り かかり 、 幕府か

ら 切腹と 改易を 言い渡さ れたこ と 、 また

大石内蔵助ら 浅野家の旧臣47人が吉良

邸に討ち入り 、 上野介の首を 挙げたこと

はまぎれも ない事実です。 ただし 、 私た

ちが『 忠臣蔵』 でよく 知るお軽・ 勘平の

物語などは完全な創作ですし 、 内匠頭が

上野介に切り かかっ た理由についても、

賄賂説、 乱心説などがまこ と し やかに流

布し ていますが、 実ははっ き り と し た理

由はわかっ ていないのです。 こ のよう に

「 元禄赤穂事件」 で思い浮かべる名場面

の多く は、 『 忠臣蔵』 と いう 物語によっ

て創り 出さ れたも のなのです。

　 赤穂義士の切腹後間も な い元禄16年

（ 1703） ２ 月16日、 中村座でこ の事件

を曾我物語になぞら えた『 曙曾我夜討』

が上演さ れますがすぐ に幕府によっ て禁

止さ れます。 ３ 年後の宝永３ 年（ 1706）

には上方で近松門左衛門の作による人形

浄瑠璃『 碁盤太平記』 が上演さ れ、 塩冶

判官（ 浅野内匠頭） 、 大星由良之助（ 大

石内蔵助） 、大星力弥（ 大石主税） と いっ

た配役の原型が作ら れま す。 その後、

『 鬼鹿毛無佐志鐙』 、 『 忠臣金短冊』 な

どの作品が生まれ、 吉良邸討ち入り から

46年目の寛延元年（ 1748） にこ れら の

作品を 集大成する形で、 竹田出雲ら の合

作による人形浄瑠璃『 仮名手本忠臣蔵』

が完成し 、 大坂竹本座で上演さ れます。

こ れが大好評と なり 歌舞伎に取り 上げら

歴史にツボる、
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広重　 焼香場

『 忠臣蔵』

豊国　 東都高輪泉岳寺開帳群集之図

れ、 江戸でも 森田座、 市

村座、 中村座の江戸三座

で 競演さ れる こ と に な

り ま し た 。 以後、 『 忠

臣蔵』 と い え ば『 仮名

手本忠臣蔵』 を さ し 、

様々な 演技・ 演出が加

えら れ、 また錦絵や子ども 向けに作ら れ

たおも ちゃ 絵（ 例えば、 芳幾「 仮名手本

忠臣蔵」 ） などの題材と なり ます。

　 赤穂義士が終焉を 迎える港区には『 忠

臣蔵』 物語を 語る 上で 重要な 場所があ

り ます。 赤穂義士が本懐を 遂げ、 主君が

眠る泉岳寺へと 報告に赴く と こ ろ は物語

のラ ス ト シ ーン を 飾る 重要な 場面です

（ ただし 、 歌舞伎では上演さ れない場面

です） 。 彼ら は本所松坂町の吉良邸を出

た後、 深川を 南下し て永代橋を 渡り 、 八

丁堀、 築地、 芝、 高輪を経て泉岳寺に到

着し ます。 一勇斎国芳が描いた「 忠臣蔵

義士高輪引取之図」 や、 三代歌川豊国の

『 東海道日本橋品川間』 「 高輪由良之

助」 も 義士引き 上げの場面を 描いた作

品で す。 ま た 、 歌川広重の『 忠臣蔵』

「 焼香場」 は泉岳寺で内匠頭の墓前に向

かう 義士の姿を描いています。 いずれも

衣裳はき ら びやかに描かれ、 歌舞伎の

影響を 強く 受けて いる こ と がみて と れ

ま す。 ある いは、 「 東都高輪泉岳寺開

帳群集之図」 （ 三代歌川豊国） は、 『 仮

名手本忠臣蔵』 の登場人物たちが開帳で

賑う 泉岳寺に参詣に訪れると いう 趣向で

描かれ、 こ のよう に名所と 『 忠臣蔵』 を

リ ンク さ せる作品も 登場し ます。

　 江戸時代の中ご ろ に誕生し た『 忠臣

蔵』 物語は、 明治、 大正、 昭和、 そし て

現代にいたるまで小説や映画、 舞台やド

ラ マ な ど で 繰り 返し 再生産さ れて いま

す。 時代の世相や社会観、 人生観が反映

さ れた日本人の心性に根ざし た物語であ

ると いえまし ょ う 。
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仙石伯耆守邸跡
せ ん ご く ほ う き の か み て い

　　　　　　　　虎ノ 門２ －８  
 

元禄赤穂事件の故地をゆく

港区事件簿を追って

浅野内匠頭切腹の地跡
あさ のたく みのかみ

　　　　　　　新橋４ －３ １ 付近  

都指 都指

　 元禄14年（ 1701） ３ 月14日、 江戸城松

之大廊下で吉良上野介に切り つけた播磨赤

穂藩５ 万石の藩主浅野内匠頭はその日の

う ち に、 こ のあた り にあっ た陸奥一関藩

田村右京大夫建顕の上屋敷に送ら れて切腹

し 、 赤穂藩は改易と なり まし た。 内匠頭は

座敷ではなく 庭で切腹し 、 夕方に浅野家家

臣の片岡源五右衛門・ 礒貝十郎左衛門ら が

遺体を引き 取り 、 泉岳寺で葬儀を執り 行っ

たと いわれています。

　 日比谷通り 沿い に「 浅野内匠頭終焉之

地」 と いう 石碑が建っ て います。 ま た、実

際の田村家上屋敷は日比谷通り から 20

ｍ ほど 東側（ お よ そ 現在の新橋４ －２ ～

４ 、28～30） にあり まし た。

　 元禄15年（ 1702） 12月15日未明に吉良

邸に討ち 入り 、 吉良上野介の首級を あげた

赤穂義士は主君浅野内匠頭が眠る泉岳寺へ

向かいまし た。 その途中、 統領大石内蔵助

良雄は副統領格の吉田忠左衛門に富森助右

衛門をつけて、 大目付（ 大名を 監視する 幕

府の役職） 仙石伯耆守久尚邸に出頭さ せま

し た。 赤穂義士は内匠頭の墓前で報告を 済

ませた後、 寺坂吉右衛門を 除く 46人が仙

石邸に出頭し まし た。 仙石伯耆守はすぐ に

江戸城に登城し 、 老中に報告し まし た。 そ

し て 老中の協議と 将軍綱吉への報告を 経

て、 赤穂義士はそれぞれ細川家、 毛利家、

松平家、 水野家の各藩邸に預けら れるこ と

になり まし た。
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赤穂義士10名切腹の地跡
（ 毛利庭園） 　　　　　　

六本木６ －９

 

 

三次藩浅野家屋敷跡
（ 氷川神社）

み よ し

　　　　

赤坂６  － １  ０  － １  ２  

　 赤穂事件が起き た 元禄時代、 こ のあた

り は浅野安芸守（ 広島藩、浅野本家） 、浅野

内匠頭（ 赤穂藩） 、 浅野土佐守（ 三次藩） 、

浅野式部少輔（ 浅野土佐守の義父） などの

屋敷があり まし た。８ 代将軍徳川吉宗の頃、

こ こ に氷川神社が建立さ れまし たが、 元禄

当時は浅野土佐守の屋敷であっ たと 思われ

ます。

　 元禄14年（ 1701） ３ 月14日、 浅野内匠

頭は江戸城松之大廊下で吉良上野介に切り

つけ、 その日のう ちに切腹し まし た。 正室

（ 夫人） の阿久里は髪を下ろ し て瑤泉院と

改め、 翌15日に実家の三次藩邸に引き 取

ら れまし た。  

　 江戸時代、 こ の辺り には長門長府藩毛利

家の上屋敷があり ま し た。 こ こ には赤穂

義士47人のう ち 、 岡嶋八十右衛門ら 10人

が預けら れ、 義士ら が預けら れた大名家

の中で も 特に待遇が厳し かっ たと いわれ

ています。元禄16年（ 1703） ２ 月４ 日に切腹

し まし た。こ のう ち、間新六郎は介錯を潔し

と せず、真の切腹をし たと いわれ、遺体は親

族に引き取ら れ築地本願寺に葬ら れまし た。

　 平成15年（ 2003）、 長府藩毛利家の屋敷跡

は六本木ヒ ルズと し て様変わり し まし た。

その開発事業の中で、 大名庭園の手法を取

り 入れた毛利庭園が整備さ れまし た。  
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元禄赤穂事件の故地をゆく

港区事件簿を追って

大石主税ら切腹の地跡
おおいし ち から

三田２ －５ －４  

赤穂義士９名切腹の地跡
（ 水野監物邸跡）

芝５ －２ ０ －２ ０
 
  

　 吉良上野介を 討ち 取り 、 大目付に出頭し

た赤穂義士は４ 家の大名に預けら れます。

その１ 家が三河岡崎藩水野家で、 ９ 名が預

けら れ、 元禄16年（ 1703） ２ 月４ 日に切

腹し ま し た。 水野家の中屋敷は説明板の

建っ て いる 所よ り 50ｍほど 北側にあり ま

し た。

　 な お、 赤穂義士を 預かっ た大名家のう

ち 、 細川家と 水野家では彼ら を丁重に扱っ

たと いわれており 、 「 細川（ 細川越中守）

の水の（ 水野監物） 流れは 清けれど ただ

大海（ 毛利甲斐守） の 沖（ 松平隠岐守）

ぞ濁れる」 と いう 落首から 当時の世評がう

かがえます。  

　 こ こ は大石内蔵助の子息主税ら 赤穂義士

10名が預けら れ、 元禄16年（ 1703） ２ 月

４ 日に切腹し た伊予松山藩松平家の中屋敷

があっ た場所です。 義士が切腹し た場所は

土を 掘り あげて 池と し 、 その土で 築山を

造っ たと いわれています。 後に築山の上に

は徳富蘇峰の撰文による 碑が建てら れまし

た。 現在、 イ タ リ ア大使館の敷地内に建っ

ています（ ただし 、 参観はでき ません） 。

　 討ち 入り に参加し た義士の中には、 10

代の青年が二人いまし た。 大石主税と 、 水

野家にお預けと なっ た矢頭右衛門七です。

右衛門七は18歳、 16歳の主税は義士中最

年少でし た。  
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磁器酒坏

泉岳寺
せんがく じ

高輪２ －１ １ －１  
 

大石内蔵助ら切腹の地跡
おおいし く ら のすけ

高輪１ －１ ６ －２ ５  
 

赤穂義士記念館

開館時間： 9： 00～15： 30

料　 　 金： 

　 こ のあたり には肥後熊本藩細川家の下屋

敷があり ま し た。 吉良邸に討ち 入り 後、

統領大石内蔵助ら 17名が預けら れ、 元禄

16年（ 1703） ２ 月４ 日に切腹し た場所で

す。 切腹の跡地と し て高松中学校の敷地の

一部を塀で囲っ て保存し ています。

　 先年、 同屋敷の北端に当たる地点で発掘

調査が行われま し た。 こ の折、 19世紀に

埋め潰さ れた 井戸から 、 浅野内匠頭の辞

世、 大石内蔵助の歌を染め付けた磁器の酒

坏が出土し まし た。 赤穂事件が、 人々の心

に長く 記憶さ れてき たこ と を 物語っ ていま

す。   

　 泉岳寺は慶長17年（ 1612） に 外桜田

に創建さ れた曹洞宗寺院で す。 寛永18年

（ 1641） の寛永の大火で 焼失し 、 ３ 代将

軍徳川家光によ り 、 現在の高輪の地に再建

さ れまし た。 こ の時、 家光は毛利・ 浅野・

朽木・ 丹羽・ 水谷の５ 大名に泉岳寺再建を

行わせまし た。 こ の縁により 浅野家は泉岳

寺を江戸における菩提寺と するよ う になり

まし た。 泉岳寺は曹洞宗江戸三箇寺の１ つ

と し て多く の学寮や子院を抱える 大寺院で

し た。

　 泉岳寺の名を 世に広めたのは、 やはり 元

禄赤穂事件と 『 忠臣蔵』 ブームでし ょ う 。

江戸時代から 多く の人々が参詣に訪れ、 今

も 毎年４ 月初旬と 12月14日に義士祭が行

われて いま す。 ま た 、 赤穂義士ゆかり の

品々が赤穂義士記念館に展示さ れています。  

問い合わせ： 0 3 -3 4 4 1 -5 5 6 0 （ 泉岳寺）

大人500円、 中高生400円、 小人（ 10歳
以上） 250円、 小人（ 10歳未満） 無料
団体30名様以上割引あり
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墓配置図

元禄赤穂事件の故地をゆく

港区事件簿を追って

浅野長矩・ 赤穂義士の墓
あさ のながのり

高輪２ －１ １ －１ 　 泉岳寺  

岡崎藩水野家屋敷での切腹者（ →22ページ）

間 十 次 郎 光 興 享年26
奥 田 貞 右 衛 門 行 高 享年26
矢 頭 右 衛 門 七 教 兼 享年17
村 松 三 太 夫 高 直 享年27
間 瀬 孫 九 郎 正 辰 享年23
三 村 次 郎 左 衛 門 包 常 享年37
茅 野 和 助 常 成 享年37
横 川 勘 平 宗 利 享年37
神 崎 与 五 郎 則 休 享年38

熊本藩細川家屋敷での切腹者（ →23ページ）

大 石 内 蔵 助 良 雄 享年45
原 惣 右 衛 門 元 辰 享年56
片 岡 源 五 右 衛 門 高 房 享年36
堀 部 弥 兵 衛 金 丸 享年77
吉 田 忠 左 衛 門 兼 亮 享年64
近 松 勘 六 行 重 享年34
間 瀬 久 太 夫 正 明 享年63
赤 埴 源 蔵 重 賢 享年35
潮 田 又 之 丞 高 教 享年35
富 森 助 右 衛 門 正 因 享年34
小 野 寺 十 内 秀 和 享年61
奥 田 孫 太 夫 重 盛 享年57
早 水 藤 左 衛 門 満 尭 享年42
矢 田 五 郎 右 衛 門 助 武 享年29
大 石 瀬 左 衛 門 信 清 享年27
礒 貝 十 郎 左 衛 門 正 久 享年25
間 喜 兵 衛 光 延 享年69

長府藩毛利家屋敷での切腹者（ →21ページ ）

岡 嶋 八 十 右 衛 門 常 樹 享年38
吉 田 沢 右 衛 門 兼 貞 享年29
武 林 唯 七 隆 重 享年32
倉 橋 伝 助 武 幸 享年34
村 松 喜 兵 衛 秀 直 享年62
杉 野 十 平 次 次 房 享年28
勝 田 新 左 衛 門 武 尭 享年24
前 原 伊 助 宗 房 享年40
間 新 六 郎 光 風 享年24
小 野 寺 幸 右 衛 門 秀 富 享年28

＊なお寺坂吉右衛門信行は討ち入り後退去。

松山藩松平家屋敷での切腹者（ →22ページ ）

大 石 主 税 良 金 享年16
堀 部 安 兵 衛 武 庸 享年34
中 村 勘 助 正 辰 享年46
菅 谷 半 之 丞 政 利 享年44
不 破 数 右 衛 門 正 種 享年34
千 馬 三 郎 兵 衛 光 忠 享年51
岡 野 金 右 衛 門 包 秀 享年24
木 村 岡 右 衛 門 貞 行 享年46
貝 賀 弥 左 衛 門 友 信 享年54
大 高 源 五 忠 雄 享年38
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地蔵尊

松村喜兵衛秀直

杉野十平次次房

勝田新左衛門武堯

前原伊助宗房

小野寺幸右衛門秀富

岡嶋八十右衛門常樹

吉田沢右衛門兼貞

武林唯七隆重

倉橋伝助武幸

間新六光風

早水藤左衛門満堯

奥田孫太夫重盛

大石瀬左衛門信清

潮田又之丞高教

赤埴源藏重賢

矢田五郎右衛門助武

細川家御預け十七人
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利

家

御

預

け

浅野内匠頭奥方墓
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　 山門をく ぐ り 左手へ進むと 左側に赤穂義

士記念館、 右側に赤穂義士が吉良上野介の

首を洗っ たと いわれる 「 首洗いの井戸」 が

あり ます。 その先に浅野内匠頭長矩の墓所

と 赤穂義士47人の墓、 ま た討ち 入り 前に

切腹し た萱野三平の墓があり ます。  
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幕末・ 維新事件簿

品川大筒町御台場出来之図

港区事件簿を

追って

　 慶長８ 年（ 1603） 、 徳川家康が江戸に

幕府を開き 、 日本には「 平和」 の時代が訪

れます。 それから 260年あまり が過ぎ、 時

は幕末を 迎えます。 幕府権力の衰退、 黒船

の来航などを き っ かけに攘夷運動、 尊皇運

動、 そし て倒幕運動へと 時代は流れていき

ます。 こ の激動の時代の中で重要な舞台と

なっ た場所が港区には数多く あり ます。 　

　 外国から の大き なイ ン パク ト はやはり 嘉

永６ 年（ 1853） ６ 月３ 日に浦賀沖に現れた

ペリ ー率いる４ 隻のアメ リ カ艦隊でし ょ う 。

「 泰平の眠り を覚ます上喜撰（ 蒸気船） たっ

た四杯で夜も 眠れず」 と いう 狂歌が詠まれ

たよう に、 幕府だけでなく 世の人々を 驚か

せ、 日本を 鎖国から 開国へと 導き ます。 ペ

リ ーの再来航に備えて幕府が急いで造っ た

防衛施設が台場で 、 現在、 多く の人々で 賑

わう「 お台場」 の地名の由来と なっ ています

（ →28ページ）。今は２ 基が国の史跡と し て

保存さ れていますが、当時の土木技術

の高さ をう かがう こと ができます。 　

　 一方、 日本国内では徳川幕府と 薩

摩藩・ 長州藩な ど の西国雄藩と の

軋轢、 攘夷運動・ 尊皇運動の激化、

治安の悪化な ど 大き く 揺れ動き ま

す。 港区には幕末政治史の舞台や主

役と いえる人々のゆかり の地があり

ます。特に幕末から 明治維新にかけて

中心的役割を 果たし た薩摩藩の屋敷

が複数存在し 、 様々な事件の舞台と なり ま

し た。 現在の芝２ ～３ 丁目あ た り には約

25,000坪の広大な居屋敷があり 、 戊辰戦争

のき っ かけと なっ た薩摩藩邸焼き 討ち 事件

が起こ り まし た（ →30ページ） 。 また、 現

在のJR田町駅前（ 芝５ 丁目） には抱屋敷、

JR品川駅前（ 高輪３ 丁目） には下屋敷があ

り 、 いずれも 勝海舟と 西郷隆盛が江戸城総

攻撃前に会見し 、 江戸城の無血開城が決め

ら れた場所です（ →30ページ） 。

　 また、 こ の時代の幕府側の重要人物と し

て最初に名前があがる勝海舟は永ら く 赤坂

に住んでいまし た。 居宅は時代によっ て移

り ますが、 坂本龍馬と の出会いで有名な屋

敷や、 明治維新後、 亡く な る ま で 住んだ

屋敷も 赤坂にあり ま し た（ →28、 29ペ ー

ジ） 。 幕末から 明治維新へと 移り ゆく 時代

の中で転換と なっ た歴史的事件を 追いかけ

ながら 散策し てみる のも よいでし ょ う 。
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勝安房邸跡
か つ あ わ

　　　　　　　赤坂６ －６ －１ ４  
サン ・ サン赤坂 

品川台場（ 第三・第六）
　　台場１ －１ ０ 、 １ －１ １  

 

港区事件簿を追って

幕末・維新事件簿

　 嘉永６ 年（ 1853） ６ 月３ 日、浦賀沖に現れ

たペリ ー率いる ４ 隻のアメ リ カ 艦隊、 俗に

いう 「 黒船」 は幕府や世の人々に衝撃を与

えまし た。 翌年の再来航に備え、 海防のた

め急いで 築かれたのが台場で す。 幕府は

伊豆韮山代官の江川英龍に命じ 、 品川沖

に洋式の海上砲台を 築造さ せま す。 当初

は11基を 一定の間隔で 建設する 予定で し

た。 嘉永７ 年（ 1854）４ 月に第一、第二、第

三、 11月に第五、 第六と 御殿山下砲台が完

成し まし たが、 すでに同年の３ 月３ 日には

日米和親条約が締結さ れたため、 ２ 基は途

中で工事中止、 残る４ 基の建設は行われま

せんでし た。 台場建設に用いる 石材は伊豆

半島や房総半島から 運び、 埋め立てに用い

る 土は御殿山や泉岳寺裏の山を 切り 崩し 、

総額75万両、 ５ 千人の人夫を 動員し た大土

木工事でし た。 太平洋戦争後、 第一・ 二・

五台場は廃棄さ れ、 今は第三・ 第六台場が

国の史跡と し て保存さ れています。  

　 こ こ は勝海舟が明治５ 年（ 1872） から

同32年（ 1899） に77歳で死去する まで住

んだ場所で す。 海舟は明治維新後、 旧幕

臣の代表格と し て 外務大丞、 兵部大丞、

海軍大輔、 参議兼海軍卿、 元老院議官、 枢

密顧問官を歴任し 、 伯爵に叙さ れまし た。

ただし 、 積極的に仕事を し たわけで はな

かっ たそう です。 一方、 新政府に対する 批

判や日清戦争に反対するなどその舌鋒は衰

える こ と はなく 、 また、 旧幕臣の就労先の

世話や資金援助などに努めたそう です。 晩

年は『 吹塵録』 、『 海軍歴史』 、『 陸軍歴史』 、

『 開国起源』 、『 氷川清話』 などの執筆や編

纂にあたり ま し た。 明治32年（ 1899）１ 月

19日、 風呂上がり にブラ ンデーを 飲んだと

こ ろ で脳溢血にな り 、 21日にこ の地で 死

去し まし た。 最後の言葉は「 コ レ デオシ

マ イ 」 だっ たそう です。  
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ヒュースケン暗殺事件跡
　　　　　三田１ －２ 、 ３ 、 ４  

勝海舟邸跡
かつかいし ゅ う

 赤坂６ －１ ０ －３ ９
 

　 こ こ は勝海舟が安政６ 年（ 1859） から

明治元年（ 1868） 、 37歳から 46歳まで 住

んだ場所で す。 安政７ 年（ 1860） 、 海舟

は日米修好通商条約の批准書を 交換する 遣

米使節団の護衛のため、 咸臨丸の艦長（ 実

際の肩書き は「 軍艦操練所教授方頭取」 ）

と し て渡米し ま し た 。 帰国後、 蕃書調所

頭取、 講武所砲術師範な ど を 歴任し 、 文

久２ 年（ 1862） に軍艦操練所頭取を 経て

軍艦奉行に就任し ま す。 同じ 年の11月、

坂本龍馬ら が海舟を斬ろう と 面会を 申し 入

れ、 逆に感化さ れた のも こ の屋敷で す。

また、 慶応４ 年（ 1868） ３ 月に西郷隆盛と

会談し 、 江戸城の無血開城を 決定し た時も

こ の屋敷に住んでいまし た（ →30ページ）。

その後、 同年７ 月に徳川慶喜に従っ て駿府

（ 現静岡市） に移るまで住みまし た。   

　 万延元年（ 1860） 12月５ 日、 ア メ リ

カ 公使館通訳官ヒ ュ ース ケン は赤羽接遇

所から 麻布善福寺の公使館に帰る 途中、

待ち 伏せて いた攘夷派浪士伊牟田尚平・

樋渡八兵衛ら に襲われ命を落と し まし た。

場所は新堀川に架かる 中ノ 橋の北側付近

で、 ヒ ュ ースケンは即死はまぬがれまし た

が、 医師の手当ても 及ばず翌日死去し まし

た。 28歳でし た。 こ の時、 警備にあたっ て

いた幕府外国奉行支配手附の鈴木善之丞ら

は襲撃者に抵抗せず逃げたため、 諸外国の

代表は外交官警固の不備を強く 非難すると

と も に横浜に退去し 、 大き な外交問題へ発

展し ます。 こ れに対し て幕府は外交官の警

固と 公使館の警備を 強化し 、 またアメ リ カ

側の要求により ヒ ュ ースケン の遺族に１ 万

ド ルを 支払っ て 事件を 落着さ せま し た。

ヒ ュ ースケン は３ 日後の12月８ 日に麻布の

光林寺（ 南麻布４ －11－25） に葬ら れまし た

（ →36ページ） 。  
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薩摩藩邸焼き討ち事件跡
芝３ －２ ３ ・ ３ ３ 、 芝５ －７ 付近  

 

勝海舟・ 西郷隆盛会見
の地跡

かつかいし ゅ う さ いごう たかも り

 芝５ －３ ３  

幕末・維新事件簿

港区事件簿を追って

　 現在の芝２ ・ ３ 丁目の大半と ４ ・ ５ 丁目

の一部は、 江戸時代、 薩摩藩島津家の広大

な 居屋敷で し た。 慶応３ 年（ 1867） 10月

14日、 大政奉還によ り 徳川慶喜は政権を

朝廷に返し まし たが、 依然と し て旧幕府と

薩摩藩・ 長州藩は緊張し た関係にあり まし

た。 複雑な政治情勢の中、 薩摩藩ら は旧幕

府軍と 交戦する 大義名分を得るべく 、 慶喜

ら 旧幕府首脳の大半が不在であっ た江戸で

戦意を 煽る 工作活動を行います。 その拠点

と なっ たのがこ の藩邸でし た。 そし て薩摩

藩が江戸市中取締の庄内藩屯所を 襲撃し た

ため、 その報復と し て 同年12月25日に庄

内藩ら がこ こ を 攻撃し 、 藩邸は砲火によ

っ て焼失し まし た。 こ の事件は戊辰戦争の

き っ かけの１ つになり まし た。 藩邸の痕跡

は今で は残さ れて いま せんが、 芝３ 丁目

23・ 33の一画に「 薩摩小路」 の名称がつ

けら れ、 往時を 偲ぶこ と ができ ます。

　 慶応４ 年（ 1868） ３ 月13・ 14日、 徳川

家側の大久保一翁（ 忠寛） ・ 勝海舟と 官軍

側の西郷隆盛が会見し まし た。 すでに３ 月

９ 日に徳川家の山岡鉄舟が駿府（ 現静岡

市） に赴き 、 西郷と 会見し て交渉の下ごし

ら え を し て いま し た。 15日の江戸城総攻

撃直前の13日に予備的な 会談を 薩摩藩の

拝借地で 行い、 翌14日にこ の碑が建っ て

いる 薩摩藩抱屋敷で最終的な話し 合いが行

われまし た。 その結果、 江戸城総攻撃は中

止さ れ、 江戸は戦火から 救われまし た。 こ

の地は江戸城の無血開城と いう 歴史上重要

な決定が下さ れた場所なのです。 なお、 勝

海舟はこ の会談が破談し たと き は、 江戸の

町を 焼き 払い官軍の侵攻を 止める作戦を 練

り 、 準備を進めていたそう です。 江戸城は

４ 月11日に開城し 、 大総督府が接収し ま

し た。


